
 ユースエール認定通知書交付式を開催しました！ 

 

 

令和 2 年 3 月 11 日、長崎労働局では、若者雇用促進法に基づく「ユースエー

ル認定企業」として、社会福祉法人慈愛会に対する認定通知書交付式を開催しま

した。 

左から長崎労働局長 金成 真一、社会福祉法人慈愛会 施設長 萩尾 章 様、 

生活相談員 七種 宏美 様、事務長 白石 博昭 様 

 

 

 

 

 

 

 

通知書交付の模様 



 金成長崎労働局長からの挨拶  

 

 厚生労働省長崎労働局長の金成でございます。 

 

本日は、ユースエール認定通知書交付式につきましてお時間を

いただき、またハローワーク江迎までお越しいただきありがとう

ございます。 

このユースエール制度については、若者の採用や育成に積極的

であり、雇用管理の状況なども優良な中小企業を、若者雇用促

進法に基づき厚生労働大臣が認定する制度であります。認定基準をクリアするためには、

雇用管理の面で相当に高いハードルがあります。 

ご承知のとおり長崎県では、少子化や若者の県外流出に伴う人口減少が進んでおり、

若者の県内就職が重要なテーマとなっています。また全国に比べ中小企業が多く、残業

時間や有給取得等の雇用管理の面でまだまだ遅れている状況であります。 

今回社会福祉法人 慈愛会さまがユースエールの認定を受けられたのは、若者が働き

やすい職場づくりのために日頃から大変な努力をされた結果であると承知しておりま

す。 

 

地元の中学２年生対象のインターンシップの受け入れや、高校生介護実習の受け入れ

を継続して取り組んでいただいていることなど、介護人材の育成・確保に努められてい

ると伺っております。 

 また、人材育成と職場定着には力を入れており、毎月２回の頻度で実施する職員会議

の中で研修を実施する等、介護技術の向上に取り組まれていると伺っております。 

今後ともよりいっそう、平戸市に若者が定着できる魅力ある職場づくりを進めていただ

きたいと思います。 

 

県内の企業が、次代を担う若い優秀な人材を確保するとともに、その若者が職場に定

着して県内で安心して働くためには、労働時間や休暇などの面を含め、就業環境の一層

の充実による「魅力ある職場づくり」を進めていくことが不可欠と考えております。 

長崎労働局としても、今回の認定をＰＲし、県内の優良な企業を広く知っていただく

ことで、県内就職率の向上につなげていきたいと考えています。 

今後も、若者が働きやすい「魅力ある職場づくり」を続けていただくことをお願いい

たしまして、私の挨拶に代えさせて頂きます。 

 

 

 

（長崎労働局 金成局長） 



 社会福祉法人慈愛会 萩尾様からの挨拶  

 

「国が働き方改革として法律を整備する」というニュースを

多々聞いておりました。勤務時間が 8 時間なら、その 8 時間の

間、介護の仕事の中で尊い命をお世話させていただいているわけ

ですので、ある程度ゆとりがないといけません。ですからこれは、

いち早く取り組まなければいけないと思いました。まして、この

ような表彰を受けるということなど全く思ってもみませんでし

た。職員が喜んで働けば、お年寄りの皆様方、利用される皆様方

にもお喜びいただけます。それをご家族の皆様に伝達していくたび、介護事業所という

ものの宣伝をしなくても、連鎖的につながっていくんだろうと常々思っておりました。

そうなるにはどうすればいいかと考えた結果、今回の働き方改革の立法に是非とも取り

組まなければいけないということで、取り組んできた次第です。 

気持ちよく働くということは、トップがどれだけの理解を持って職員に対応するか

というところが一番肝要じゃないかと思います。先日、平戸市が開催した育ボスセミナ

ーに主任クラス 7～8 名とともに参加しました。やはり、取り組んできたことにおいて

間違いはなかったんだなと思いました。講師の方の話を聞くと、家庭も幸せになり、事

業所で働く職員も理解し合って仕事ができるのではないかと思いました。非常に参考に

なったセミナーでした。 

いろいろお話しすることもありますが、内容についてはここにまとめてきておりま

す。（後半に掲載） 

この度はありがとうございました。 

 

 

 認定通知書交付式終了後の懇談の様子  

 

【金成局長】 

○従業員にとっての働きやすい雇用環境とは、どのようなものであるとお考えでしょう

か？ 

  

【慈愛会】 

○私一人でできることではありません。運営管理責任者、事務長の下に介護主任相談員、

管理栄養士、主任看護師など職務の主任を置いておりますが、毎週月曜日に主任会議を

開催しながら「どういうふうに取り組むか」「どうしたらいいか」というような人事管

理の検討を重ねてきたところです。私の感覚を基にしたトップダウンではなく、主任ク

（社会福祉法人慈愛会  

     萩尾施設長）  



ラスの皆さんの意見を拝聴しながら取り組んでいくというのが、私

は肝要じゃないかなと思っています。 

 

【金成局長】 

○従業員の方の反応はいかがですか。 

 

【慈愛会】 

○悪いイメージを持った職員はおりません。「ありがとうございます」という言葉が出

てきます。 

 

【金成局長】 

○貴社がこのような雇用環境を自主的に実現できたのはなぜでしょうか。 

 

【慈愛会】 

○実現できたのは、やはり職長クラスと職員の理解、また法整備に従って方向性を求め

ながら実践していくというのが、現実に至ったということだと私は思います。 

 

【金成局長】 

○特に苦労されたということはなかったのですか。 

 

【慈愛会】 

○苦労は特にありません。人間は持って生まれた性分もあろうと思いますが、利用して

おられるお年寄りの皆様方、職員のみなさんのことを考えれば、そのようなことは特に

感じませんでした。 

 

【金成局長】 

○今回の認定についてどのように感じておられますか。 

 

【慈愛会】 

○このような賞をいただこうと思って申請したわけではありま

せん。ただ漠然と、やってみたらどうかなという気持ちで、事務

長の白石に話をしたところでした。もちろんハローワーク江迎の

所長さんもお越しいただいたこともあり、出してみるだけ出して

みるかと主任会議でも話をして申請したところでした。 

 

 

 

 



【金成局長】 

○認定を受けたことについて、PR や活用は考えておられますか。 

 

【慈愛会】 

○新しく職員を採用するときには、このようなものをいただい

ていますよと見せようと思います。毎月第１火曜日と第３火曜

日に全職員会議をしておりますけれども、次回の会議の際に職

員に対して公開し、「皆さんのおかげで頂いたんだ」ということ

で、自信を持って取り組んでいただきたいということを伝達し

ようかなと思っています。 

 

【金成局長】 

○従業員を採用する際、特に若い人を採用する際はどのような観点から選考しています

か？ 

 

【慈愛会】 

○難しい判断が結構ありますが、介護の仕事ですから、誰でもいいということではいけ

ません。しかし、15～20 分面接するだけでは、とてもわかりません。私は現在の職場

で 36 年勤務する中で、たくさんの方を面接してきましたけれども、大変難しいです。

しかし私の経験上から、履歴書はもちろんいただきますが、現在は試験はしておりませ

ん。履歴書をいただいて、文字の正確な書き方をしておられる方は、性格の悪い人では

ありません。そのあたりを重点的に見て、選考の結果として出しております。 

 

【金成局長】 

○これから就職する若者、特に大学生・高校生に対してのアドバイスをお願いします。 

 

【慈愛会】 

○今年 4 月に地元の男子高校生を採用します。また昨年は、福岡の介護福祉専門学校を

卒業した平戸出身の方を採用しました。職務に就いて一番に思うことは何だろうと、途

中でリタイアした職員に尋ねてみたんですが、入ってくるときは綺麗な仕事だと思って

入ってくるようです。しかし実際は、人間が生きていくためには絶対的に必要な「食事

介助・おむつ交換・入浴介助」の業務があります。排泄介助になったときに、「こんな

ふうじゃなかった」と辞めていく若者がいるわけです。

私が若者を採用するときは、食事もとる、風呂も入る、

排泄もするという自分の姿を見て、「自分の排泄を考え

れば、他人の排泄も同じじゃないか」というのを意識し

ながら職務にあたっていただきたいと話をします。お年



寄りの方も我々も全く同じです。自らができなくなった時に介護施

設を利用しているわけですから。そこをある程度理解していただい

て、取り組んでいただきたいなと思います。 

 

【金成局長】 

○そのあたりは面接の時にも伝えたりされてるんですか。 

 

【慈愛会】 

○伝えます。ある程度のことを話します。最初から「このような仕事があるんだよ」と

伝えながら、自信がなかったら「やめた方がいいんじゃないかな」ということも言いま

す。やはり、優しいことばかり言って採用して、すぐ辞めてもらっても困るわけです。

ある程度厳しいことを言いながら、その厳しさの中に、どのような方向で職員たちが指

導していくかということを求めながら、やっていかないといけないなと思います。 

 

【金成局長】 

○労働局やハローワークに対しての要望等はありますか。 

 

【慈愛会】 

○特に採用にあたっては、職安の方には何も申し上げることはございません。こちらの

要望通り、ちゃんとしていただいております。逆にありがたく、感謝しているところで

す。 

 

【金成局長】 

○労働局としては今回のユースエール認定を契機として、より広く周知することによ

り、今後も認定企業を増やし、若者が働きやすい環境づくりに努めていきたいと考え

ています。 

本日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユースエールの認定を受けるためには、人材育成方針及び教育訓練計画の

策定、直近 3 事業年度の新卒者などの正社員として就職した人の定着状況、

正社員の所定外労働時間の実績、正社員の有給休暇の取得実績、男女労働

者の育児休業等の取得実績など、各種要件をクリアした優良な中小企業で

ある必要があります。 

社会福祉法人慈愛会では、有給休暇の年平均取得日数１０．７日、月平均

所定外労働時間０．３時間、女性の育児休業取得率１００％でした。 



 

 

 

 

 

 

 
萩尾施設長さまより 

取材の方も 

たくさん来てくれました 

あ 

ネクタイ 

整えましょうね 


